




































































































































































































































































































医歯薬系キャンパス y=0.730x+6854 R2=0.594 16
理工農系キャンパス y=0.858x-5395 R2=0.512 7
人文社会系キャンパス y=0.737x-2435 R2=0.767 28
その他系キャンパス y=0.7247x-3457R2=0.748 16















































































































定数項 *＊－959218．9 *＊-－1800788 *＊－5017462 *＊－318161．5


























定数項 －7381．791 －279．3627 **－5186．743 ＊＊－210607．6
訓li'i;済みR2 ＊*0．4712 *＊0．3349 *＊0．8062 **0．7760
以期月別重油(ﾉ||越)／灯油(朝霞)消費量Q/月










































定数項 *＊－6071511 *＊－1486787 *＊－1714867 **－3867922
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2）故障・不具合発生は、居住者からの「申告」に
よってビル管理者に知らされる割合が大きい。特に
衛生設備において顕著である。
3）空調・衛生設備の故障・不具合の原因区分別や、
曜日別・時間帯別、また階別の発生割合を示し、原
因と現象、および発生の場所と時間という観点から
の特徴を明らかにした。
また、空調・衛生設備の故障・不具合データに信
頼性解析を適用した結果、以下のような結果が得ら
れた。
1）事務室部の階別、および事務室部の間隔デー
タ全体により故障・不具合発生間隔のワイブル分
析を行い、2件のビルとも、空調設備、衛生設備
以上の研究により、キャンパスにおけるエネルギ
ー消費構造を明らかにするとともに、その管理の基
準値を与える手法を確立した。
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第6章は、「大規模事務所ピルにおける保全記録
データにもとづく空調・衛生設備の故障・不具合に
関する研究」と題して、劣化をはじめ様々な理由で
発生する故障・不具合について調査研究を行った。
大学キャンパスの保全記録からは、劣化などによ
り発生する様々な不具合の発生とこれに対する修理
などに関し、分析を行うに足る十分な情報は得られ
ていない。このような情報が詳細に記録されている
のは、ごく一部の大規模事務所ビルなどである。こ
のため、本章の研究は、大規模事務所ビルの保全記
録データの提供を受け、建築設備の管理に関する調
査研究を補完的に行ったものである。
大学キャンパスの総延床面積にも匹敵する大規模
事務所ビル2件（延床面積Aビル:74,827m2,BE
ル:142,759m2)の保全記録デー タ（記録期間Aビ
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9それぞれによくあてはまるワイブル分布が得られ
た。
2)Bビルでは竣工以来の故障・不具合のデータに
より、初期1年間の月単位の平均故障率[件／（月・
1000㎡)]について、対数関数による回帰式（決定
係数は、空調では、0.6833、衛生では0.6975）が得
られた。初期故障期の故障率変化が数式で捉えられ
た｡例として空調の場合を図8に示す。
3)Aビル、Bビルの故障・不具合について、修復
に要した日数の度数分布を示した。当日に修復が修
了する割合が、いずれの場合も80％を超えている。
平均修復日数はAビル、Bビルとも空調設備のほう
が長い。
この成果は、今後の事務所ビルの管理に有用な資
料を提供するものである。更に、これを敷術し、大
学キャンパスの保全体制や管理情報のあり方に対す
る提言をまとめた。主な論点を以下に示す。
wl)保全サービスの品質保証などのために英国で生
Agreement/KeyPerformancelndicator)が近年F
Mの観点からも注目を集めている。大学キャンパス
でも英国において適用例が報告されている(LEEDS
大学)。保全品質の定量化が必要であり、そのため
には、本章の調査研究を大学キャンパスにおいても
行う必要がある。そのためには保全データの蓄積が
重要である。
2）保全担当者の人数や個々のスキルについて適切
な計画が必要である。現状では根拠となるデータが
不足している。このためにも保全記録が重要である。
3）日々の保全記録を定期的に分析することによっ
て、保全の作業に関する改善点を見出すことができ
る。これによって経済的な負担無くして居住者が得
る快適感を向上させることができる。
第7章は、「総括結論と展望」と題して、各章の
結論を要約した上で、今後の施設維持管理、施設運
営費管理、エネルギー消費管理のあり方について展
望した。
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